














































還元を題材に、それに関与する Trp 残基の数を変化させることで、Au の還元速度
を制御できることが示された。また、還元剤や分散保護剤を使用せずに高分散性お
よび高触媒活性を有する Au ナノ粒子を作製できることも示した。 
次に、核酸とペプチドを用いた無機物の精密沈殿制御法の確立を行った。具体的
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これらの成果は、国際的専門誌である、Chem. Commun., 52, 4010-4013 (2016), 
Nanoscale, 8, 17081-17084 (2016), Chem. Commun., 57, 725-728 (2021)など計 8 報の論
文、1 報の総説として公表されている。また学会において 21 件（国際学会 3 件）の
発表によりこれらの成果を報告しており、優秀ポスター賞や若手研究奨励賞を受賞
するなど高い評価を受けている。 
令和 3 年 1 月 29 日、本学の学位規程に従い公開講演会を行い、本論文に関する
説明と質疑応答を行った。申請者の説明はきわめて明快であり、応答内容も十分満
 
 3 
足できるものであった。 
 以上により審査委員は本論文提出者（尾崎誠）の博士論文の審査、試験及び学力
の認定を行った結果、本論文提出者が博士（理工学）の学位を授与せられるに充分
なる資格をもつものであると認める。 
